
―どろ亀さん・ニコルさん追悼展―『森の心、そして祈り』事業 

森づくりの仲間たち協議会 

企画主旨 

他界して２０年になるどろ亀さんこと、髙橋延清東京大学名誉教授と、バカ息子と自称して

いたＣ．Ｗ．ニコル氏（作家・ナチュラリスト、２０２０年に他界）を追悼し、本事業を通し

て二人の足跡・功績が環境保全につながる次世代へのバトンとなることを目的に開催しました。 

とくに二人が願っていた自然界、環境への関心をより深め、広めようと、本人や著作、映像

などを通じてカタチにすることで、また本事業が初の接点となる人びとにとっても、自然、森

林への関心をより深める契機となることを願っています。 

本事業は、資料の「展示」、講演や見学会による「体験」、持続的な情報公開を実現する「Ｗ

ｅｂサイト」の制作、公開からなり、展示は２０２２年夏から秋までで富良野市、１１月上旬

に札幌市での開催、そしてホームページは７月下旬から一部公開を始め、３月１日に全コンテ

ンツをアップしました。 

 

Ⅰ 森の心と祈り展 

◆パネル・遺品などの展示…ニコル氏追悼展「森の祈り」と、富良野市生涯学習センター内の

「森の教室」で展示・保管されている写真、資料のパネル（新規制作を含む）、遺品など。会

場内では活動を紹介したＤＶＤや映像展示（札幌会場のみ）も実施しました。 

Ⅱ 心のタネのお話、聞かせて 

◆エッセイ、作文、随筆など公募し公開……二人は、自然界、環境への関心・好奇心を深め広

める活動を「心にタネを蒔く」と表現し、それは生涯を通じた著作や講演、観察会などすべ

ての活動の根源でした。そこで「心のタネのお話、聞かせて」として公募したところ、道外

の子どもさんからのイラストや作文が寄せられ、富良野会場で展示、その後は一部をサイト

にも掲載しています。 

Ⅲ 公開イベント 

◆東大演習林見学会（８月６日）……東京大学北海道演習林の協力を得て、実際に森に入り、

古木や大木に圧倒された見学会でした。 

◆トークイベント（９月１０日）……富良野演劇工場を会場に倉本聰氏、尾張敏章演習林長、

アファンの森財団の森田いづみ理事長が「二人がめざしていたもの」をテーマに談話し、そ

の後、尾張林長から「東大演習林の森づくりを学ぶ」講演をいただきました。 

Ⅳ Ｗｅｂサイトの制作と公開 

◆インターネットの普及によって情報発信ツールとしてのホームページは、今や欠かせない存

在です。書籍は絶版になると入手困難となり波及にも限界がありますが、Ｗｅｂではさまざま

な展開が可能です。当初は「詩集・どろ亀さん」「林分施業法」の復刊を検討しましたが、助成

金の採択を受け、全ページをＷｅｂに公開、とくに「林分施業法」は無料でダウンロードでき

るようにしました。今後も随時、更新していく予定です。 

ＵＲＬ／https://dorogamesan.com/  

または「どろ亀さんオフィシャル」で検索ください。 



どろ亀さん・ニコルさん追悼展（富良野）　実施状況

５　２階、どろ亀さんブースの入り口 ６　入り口に置いたどろ亀さんの詩の代表作

２０２２年７月３０日～９月２５日　　富良野市博物館

１　博物館１階はニコルさんブース 2　ニコルさんの著作の一部

3　アフィンの森づくりを紹介 ４　ニコルさんの青年期から晩年



８　どろ亀さんの著書と最後のメッセージ

９・１０ 　公募で寄せられた「心のタネ」　　

７　演習林の樹木標本と生きものたち



どろ亀さん・ニコルさん追悼事業（富良野）　実施状況

５　尾張林長による講演

１　森の特徴などの解説を聴きながら ２　演習林内にある貯木場で

４　どろ亀さん、ニコルさんとの交流を語る

２０２２年８月６日東京大学北海道演習林見学会　　９月１０日富良野演劇工場でのトークイベントと講演会

３　左から進行役の萩尾氏、倉本氏、森田氏、尾張林長



どろ亀さん・ニコルさん追悼展（札幌）　実施状況

５　右側壁面、どろ亀さんルート ６　どろ亀さん展示パネル（部分）

２０２２年１１月４日～６日　　道新ＤＯ－ＢＯＸ

１　通路から会場への入口 ２　会場入口

３　左側壁面、ニコルさんルート ４　ニコルさん展示パネル（部分）



１１　どろ亀さん、映像展示 １２　テントを片づけて上映会

７　どろ亀さん・ニコルさん合流 ８　会場奥のテント、森のサウンドシェルター　

９　どろ亀さん愛用品と寄せられた書画 １０　ニコルさん、映像展示






